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はしがき

preface

本書は,機械工学を専攻する大学生等を対象に,教育の成果が社会に出てからも 

生かされることを目的として企画された機械設計の教科書である.

機械工学科の学生にとって機械を設計する能力は,欠くことができない必要な能 

力であるが,機械を設計するためには,機械をつくる基礎となる機械要素について 

十分な知識を身につけておく必要がある.そのため,本書は,基本的な機械要素と 

して,ねじ,軸,軸受などを取り上げ,その初歩から高度な設計法まで,例題を織 

り込むことで順を追って容易に理解できるよう編集されている.

また,最近の機械では欠くことのできない要素であるボールねじやリニア ガイ 

ド,さらには,機械技術者にその選定が任されることが多くなっている電動機な 

ど,これまでの機械設計の教科書にはあまり取り上げられることがなかった要素に  

ついても,基本的な解説を加え,最近の機械設計の状況に対応できるようにした. 

これらの要素は機械システムを設計する上で重要であって,本書の特徴の一つに 

なっている.

最後の9章では,1〜8章までの知識をもとに,機械システム設計の基本的な練 

習問題として,ー軸の位置決めテーブルの設計を取り上げた.これは本書の最大の 

特徴で,この章の内容を理解することによって,意図する機械システムを設計する 

ために,種々の機械要素の中からどのようなものを選び,また組み合わせればよい 

かを系統的に理解でき,実際への応用力も高められると考える.

本書は,その構成から,1〜8章を1年間で履修したあと,9章の機械システム 

設計をさらに半年かけて履修するというような使い方もできるであろう.また,本 

書は大学の教科書であるが,企業などでの社内教育の教材として利用されることも 

よいと思われる.



はしがき

終わりに,当出版の発端は,東京工業大学名誉教授である故阿武芳朗先生と私と 

の共同企画であった.阿武先生が刊行前に急逝されたことは残念であるが,ご執筆 

いただいた岩附,清水,下田,野口の各先生のご尽力に感謝を申し上げたい,な 
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2006年4月
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第2版の刊行にあたって

本書は2006年に発刊されて以来,本年で12刷目の増刷となった.この間,機 

械技術においては様々な展開があり,2006年当時では実用化に至るとは考えられ 

ていなかった製品も,実際に作られ使用されるようになってきた.これに伴い,機 

械設計における基本的な機械要素の使用状況も変化してきており,本書の内容も部 

分的に時代に即した記述に変更する必要性が出てきた.

したがって第2版では,多様な機械システムの設計に資するために,不等速運 

動機構としてリンク機構・カム機構について,動的挙動まで考慮した記述を加える 

こととした.また歯車強度計算では,歯車の選定を容易にするために,ISOに準拠 

したJGMAの簡易計算法について記載した.JIS規格については,公差,ねじ, 

転がり軸受など,最近改定された規格について内容を変更した.

本書が,機械設計を専攻する学生や,設計を専門とする技術者の方々の役に立て 

れば,幸いと思う.

2017年11月

吉本成香
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